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本海側のモダン都市として発展した。大正 2 年に常設映画館開業，同 3 年に撞球（ビリヤード）






























































































































































連区の数には変動がみられるが，1892 年（明治 25 年）から 1924 年（大正 13 年）までは 7 つ
の連区となり，金沢の地域社会の一番大きな単位である。連区制では，1 区当たり平均 80 町，






1919 年（大正 8 年）の『金沢市統計書』の区分では，金沢の地域社会は，7 連区，18 校下，
534 町に細分化されている。平均人口は，連区 22,500 人，校下 8,800 人，町 300 人である。さ
らに町の下に十人組（10 軒から 20 軒）を母体とした近隣関係が存在した。一世帯あたりの人
数は 1919 年で 4 人と推測されるので，大正期金沢の町は平均 75 軒程度で構成され，町は 5 つ
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